
 

  

 

                         

 

 

 

 

 

 

中学校生活の折り返し ２学期のスタートです 
あっという間に楽しい夏休みが終わってしまい、今日からいよいよ２学期が始まります。 

夏休み後半に大阪でおこった中学１年生男女遺棄事件に驚きと怒りを覚えましたが、みんながそろって元気

に登校しスタートできる当たり前のことに、改めて感謝したいと思います。みなさんは、部活に燃えた人、家

族旅行を楽しんだ人、戦争や平和について考えた人、感動する本や映画に出会えた人、清宮選手が旋風を起こ

した高校野球に夢中になった人など、様々な夏休みだったことと思います。 

私ごとですが、顧問しているソフトテニス部が団体戦で初めて北信越大会に優勝し、悲願の全国大会に出場

することができました。これまでの教員人生の中で、最も完全燃焼した夏休みとなりました。 

さて、この２学期は１年で一番長い学期です。そして２年生にとっては大きな飛躍を期待される学期です。

先週の登校日からスタートした体育大会の練習では、先輩の活躍ぶりを学ぶ最後のチャンスです。いろいろな

ことを吸収して学級の合唱活動や１１月から引き継ぐ生徒会活動に生かして欲しいと思います。また９月には

新チームで挑む新人戦も開催されます。競技成績はもちろんのことですが、２年生として誰もが感動する姿

勢・行動を見せてもらいたいです。勉強においては、学習内容もさらに難易度が増してきます。学力を向上さ

せるためのカギは、授業・家庭学習・勉強方法の見直しです。授業ではこれまで以上に質問をしましょう。 

最後に、いよいよ中学校生活の半分が終わろうとしています。学期のはじめにそのことを１人ひとりが自覚

して欲しいと思います。このことを『まだ半分もある』と思うのか、『もう半分しかない』と思うのかで、今

後の時間の使い方や自分の行動が変わってくるのではないでしょうか？ 

みなさんのこれからの行動に期待しています。保護者のみなさま２学期もよろしくお願いします。 

            （学年主任 角川  誠） 

 

◇９月の行事予定 

                                                                                                          

 

 

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだまだ暑い日が続きます。毎日、水筒とタオルを持たせてください。なお、水筒の中身はお茶か、スポー

ツドリンク（体育大会まで）でお願いします。 

 

 

 

 

９月 １日（火）始業式・給食開始                 

        夏休み明けテスト 

       （１日 国 ８日 社 ９日 理 11日 英 12日 数） 

   ３日（木）体育大会予行      

５日（土）第５８回 体育大会 

７日（月）振替休業 

 ８日（火）生徒会委員会 

  １２日（土）土曜授業 

１９日（土）新川地区新人戦（～２０日） 

２１日（月）敬老の日 

２２日（火）国民の休日 

２３日（水）秋分の日 

  ２４日（木）市中教研研究部会 

  ２６日（土）市科学展覧会一般公開 

＜市博物館＞（～２７日） 

２９日（火）１、２年合唱練習開始 
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【10月の主な行事予定】 

  ３日（土）県中学校駅伝 

  ７日（水）中間考査 （～８日） 

       避難訓練 

 １５日（木）県中教研大会（給食なし） 

 １７日（土）土曜授業 

 ２３日（金）文化祭（～２４日） 

 ２６日（月）振替休業日 

  

９月２日～５日までは 

   体育服登校です。 



 

夏休み中の全ての宿題は提出できたでしょうか。余裕をもって２学期を迎えたでしょうか。もしかしたら、

徹夜で宿題をやってきた人、家族に手伝ってもらった人、いませんか？ 「あーあ・・・早くからやってお

けばよかったぁ～・・・」という人は少なくないはずです。それを『後悔』と言います。この後悔の気持ち

をこれからに生かすことができるか、はたまた繰り返してしまうか、人生の小さな分かれ道・・・。人生は

こんな分かれ道の連続なのです。いずれにしても、先生たちがみなさんに願っていることは『元気に学校に

来ること』です。たとえ宿題が終わっていなくても、へこまずに学校に来る!！ 終わっていない宿題は先生

たちに「さあやれ! それやれ!」と激励されながら、へこたれずにやる!！ そうすれば宿題はいつか終わる

はずです。提出が終わるまでがんばりましょう。 

さて、いよいよ新学期がはじまり。２年生の学期末の成績は、高校入試に直接関係してきます。成績が上

がらないで、悩んでいる人が多いと思いますが、ある先生の勉強方法の話をネットで見付けてみました。ぜ

ひ参考にしてみて下さい。 

 

まずい勉強の仕方・・・・         

１ ノートや教科書を見直しています。 

これは本当によくあるパターンです。キツイ言い方をしますが、 

見ただけで覚えられたら、誰も苦労はしません。 

２ ノートや教科書をまとめています。 

   これもよくあるパターンです。テスト範囲のノートや教科書を見ながら、その要点を整理し、別のノー

トにまとめていく。というこの勉強の仕方。一見、いい勉強のしかたのように見えます。しかし、実はか

なり効率が悪いのです。多くの時間をかけてやっているので、やった本人はものすごく頑張って勉強した

気になります。 

ですが、時間と手間がかかるので、まとめるだけで精一杯、という状態になっていませんか？ まとめ

たものを覚え直す、という作業をする、時間がないまま、テストに突入してしまう、というのが、この勉強法の失

敗パターンです。 

  
ではどうすればいいのか？ 

上で書いた、「ノートや教科書をまとめる」という勉強の仕方をしている人は、その時のことを思い出

して下さい。まとめていることの中には、「もうすでに覚えている・理解していること」はなかったですか？そう

いうことは、改めて勉強し直す必要がないことです。それもすべて「十
じっ

把
ぱ

一絡
ひとから

げ」にして覚えようとする

から、効率が悪いのです。 

 

『分かる』ということは、分かっていることと分かっていないことを『分ける』ことから始まる。 

 

では、その方法は････ 

１ 問題集を活用する。 

   理解できていることと理解できていないことを区別するためには、実際に問題を 

解いてみるのが一番です。そして、「×」が集中している単元・内容を中心に 

復習していけば、勉強しなければならない内容はかなり絞り込まれるはずです。 

２ 定期テストを活用する。 

   １年生から今までに受けた定期テスト・学力調査は全部で９回。それらの問題を捨てずに残しています

か？実は、この定期テスト・学力調査の問題が絶好の受験勉強の材料になるのです。 

 定期テストは、毎回のテスト範囲の重要事項や要点が集約されています。そのテストの問題を 

もう一度解けば、その範囲の内容が理解できているかどうか、客観的に判断できると思います。 

   後は、理解不十分な単元を集中的に復習するだけです。 

 

参考になりましたかね・・・・（続きはまた次回で） 



 

 

 

 

 

 

水泳部は７月の県中学校選手権大会において、男子４００Ｍメドレーリレーで標準記録を突破し、この種目

で全国大会出場を決めました。ソフトテニス部男子は８月４・５日に行われた北信越大会（福井県）に見事団

体戦初優勝し、チームとして初の全国大会出場を決めました。 

水泳部は金山功汰さん（４組）、男子ソフトテニス部は上田悠馬さん（６組）、坪川拓海さん（４組）、 

石川皓大さん（６組）が出場し、全国大会に向けて夏休み返上でがんばりました。 

全国中学校水泳競技大会はこの夏休みに秋田市、ソフトテニス大会は山形県天童市で行われ、ともに上位進

出を果たすことはできませんでしたが、全国の強豪相手に精一杯戦ってきました。この貴重な経験を、ぜひ今

後の学校生活に生かしてほしいものだと思います。選手のみなさんご苦労様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初出場 男子ソフトテニス部 団体メンバー 西郷第一中（福島県）と対戦する坪川・石川ペア 

水泳部 リレーメンバーで記念写真 

今回はリレーで全中に出場することができました。僕

はリレーでの全国大会は初めてだったので、とても緊

張しました。レースは本番がんばりましたが、いい記

録を残すことができず、予選で敗退してしまいました。

決勝に残ることはできませんでしたが、とてもよい経

験になりました。来年は個人種目の平泳ぎで全中に出

場し、決勝に残って戦えるように、今から練習をがん

ばっていきたいです。   （水泳部 金山 功汰）  

北信越大会準決勝では自分たちペアが負けてしまいましたが、先輩と上田くんペアが勝って決勝に勝

ち上がることができました。決勝では中能登中（石川県）に自分たちペアが勝利して優勝が決まりまし

た。冬の北信越大会に続き優勝し、しかも初めての全国大会出場が決まってうれしかったです。 

全国大会では、初戦に対戦した福島県西郷第一中は前日の個人戦で優勝と３位になっていました。 

その中学校に１―２で負けてしまい、とても悔しかったです。３年生はこれで引退されてしまいました

が、来年も全中に出場し、この悔しい気持ちをぶつけられるよう、新しいチームで練習をがんばってい

きたいです。                          （ソフトテニス部 石川 皓大） 

  

北信越に出場するだけでも苦労したのに、北信越大会を勝ち抜いて全国大会出場するのはもっと大変

な思いをしました。僕たち滑川中は北信越代表としてこの全国大会に出場しましたが、初戦で敗退し、 

個人戦で出場した北信越代表の選手たちもすぐに負けて、上位に進むことはできませんでした。大会２

連覇を果たした大阪の上宮中学校はすごいです。上には上がいるんだなと強く実感しました。 

                               （ソフトテニス部 坪川 拓海） 

 

 

  



 
◇吹奏楽部 富山県中学校吹奏楽コンクール金賞・県代表（４年連続） 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇北信越中学校総合競技大会（卓球）に参加して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇生徒会リーダー研修会に参加して（8/18～19 於青雲閤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

           

 

 

 

 

 

夏休みに入ってすぐに県大会があり、「失敗したら

どうしよう。」「練習の成果がしっかり発揮できるだ

ろうか。」などの心配がありましたが、「大丈夫、大

丈夫」と自分に言い聞かせて常によいことを思って

本番に挑みました。少し緊張しましたが、楽しんで

演奏することができました。金賞・県代表になれた

のでとてもうれしかったです。 

８月８日に行われた北陸大会では、県大会以上の

演奏ができるように練習をがんばりました。本番で

は感謝の気持ちをしっかりもって、もっと人を感動

させるように目指して演奏しました。結果は悔しい

ものになりましたが、大切なことをいくつも得るこ

とができたと思います。来年はこの悔しさをはらせ

るよう頑張ります。   （吹奏楽部 松井 美桜） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演奏の練習だけでなく、休日には朝早くから

校舎内を心を込めて清掃している吹奏楽部。 

日頃の鍛錬の成果ですね。すばらしい。 

県選は厳しい試合の連続でした。北信越大会に出場できたのも卓球部の仲間たち、両親。先生方にたく

さんの応援をもらったお陰です。感謝しています。敦賀市（福井県）で行われた北信越大会でも、遠くま

で応援に来てくれた仲間たちや先生方に力をもらいました。特に校長先生が来て下さり、力になりました

が２回戦で負けてしまい県外選手の高い壁を感じました。北信越大会では、応援の大切さと県外選手との

実力の差を学ぶことができました。これからは新人戦で個人・団体ともに優勝することを目標にして日々

の練習を頑張り、力の差を埋め、応援してくださった方に恩返しできるようにしたいと思います。 

（卓球部 河村 直喜） 

 

「よいリーダーとはどのような人か。」「よい 

リーダーになるためにはどうしたら良いか。」 

たくさんのことを学び、今後どう行動したらよ 

いか考えさせられました。２学期にある体育大

会や合唱コンクールの取組などで生かしてい

きたいと思います。 

（１組 水野 颯人） 

 最近まで私はリーダーとしての自信がなくなっ

ていきつつあり、自覚や役割についての意識が 

薄れつつありました。この研修会を通してもう一

度リーダーについて考えさせられ、これからの行

事でのリーダーとしての具体的な役割を確認で

き、この先への自信につなげられたことが大きな

収穫でした。       （２組 村椿 友香） 

 夜の研修会では３年生の発表に圧倒されま

した。翌日の体育大会に向けての集団行動で

も、どの団もすばらしい行進を完成させてお

り、私もがんばろうとやる気にさせられまし

た。これからは積極的に行動ができるようがん

ばろうと決意しました。 

（５組 星  銀河） 

 最も学んだことは３年生の偉大さです。３年

生は意見や修正案などをしっかりと発表してい

ました。ぼくも少しは発言したのですが、３年

生には全然及びませんでした。来年はもっと活

発に意見を出せるよう力を付けたいです。そし

て、後輩達にあこがれられる先輩になれればい

いなと願っています。  （６組 有澤 秀玲） 


